
(57)【要約】

　電源投入時自己テスト（POST）と拡張自己テスト（ES

T）を含む超音波画像システムである。POSTは、（ａ）

確認テストと、（ｂ）レジスタテストと、（ｃ）コント

ローラテストと、（ｄ）受信デジタル信号経路テストと

、（ｅ）基本的なフロントエンドテストを含む。電源が

オンになってから３秒くらいの短い時間でPOSTが起動さ

れ、実行され、完了される。POSTの後にオペレータの指

示でESTが実行され、それには送信テストと、トランス

デューサーの要素テストと、フロントエンドの電圧テス

トと、受信テストが含まれる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ラ ン タ イ ム コ ー ド を 保 存 す る 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ と 、
　 前 記 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ よ り 早 い ア ク セ ス 時 間 を 有 す る 第 ２ の オ ン ボ ー ド メ モ リ で
あ っ て 、 前 記 ラ ン タ イ ム コ ー ド が 前 記 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ か ら 前 記 第 ２ の オ ン ボ ー ド
メ モ リ に コ ピ ー さ れ て 、 超 音 波 ス キ ャ ニ ン グ を 実 行 す る 第 ２ の オ ン ボ ー ド メ モ リ と 、
　 前 記 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ か ら 前 記 第 ２ の オ ン ボ ー ド メ モ リ に 前 記 ラ ン タ イ ム コ ー ド
を コ ピ ー し 、 前 記 コ ピ ー さ れ た ラ ン タ イ ム コ ー ド が 正 確 に コ ピ ー さ れ た こ と を 確 認 す る 確
認 テ ス ト を 有 す る 電 源 投 入 時 自 己 テ ス ト （ POST） を 起 動 し 、 実 行 し 、 完 了 す る 手 段 と
　 を 有 す る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 画 像 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 超 音 波 ス キ ャ ニ ン グ を 実 行 す る レ ジ ス タ を 有 す る バ ッ ク エ ン ド の 特 定 用 途 向 け 集 積 回 路
（ ASIC） を 更 に 有 し 、
　 前 記 POSTが 前 記 レ ジ ス タ を テ ス ト す る レ ジ ス タ テ ス ト を 有 し 、
　 前 記 確 認 テ ス ト の 終 了 後 に 、 前 記 レ ジ ス タ テ ス ト が 起 動 さ れ 、 実 行 さ れ 、 完 了 さ れ る 超
音 波 画 像 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 画 像 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 リ ア ル タ イ ム の ク ロ ッ ク を 生 成 し 、 超 音 波 ス キ ャ ニ ン グ の 間 に 入 出 力 動 作 を 制 御 す る コ
ン ト ロ ー ラ を 更 に 有 し 、
　 前 記 POSTが 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 動 作 を テ ス ト す る コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト を 有 し 、
　 前 記 レ ジ ス タ テ ス ト の 終 了 後 に 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト が 起 動 さ れ 、 実 行 さ れ 、 完 了
さ れ る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 画 像 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 POSTが 前 記 超 音 波 画 像 シ ス テ ム の 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 を テ ス ト す る 受 信 デ ジ タ ル
信 号 経 路 テ ス ト を 有 し 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト の 終 了 後 に 、 前 記 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト が 起 動 さ れ 、 実
行 さ れ 、 完 了 さ れ る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 画 像 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） と 、
　 検 出 装 置 と を 更 に 有 し 、
　 超 音 波 ス キ ャ ニ ン グ 中 に 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 が 前 記 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer）
と そ の 後 に 前 記 検 出 装 置 を 通 過 し 、
　 前 記 POSTが 前 記 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 を テ ス ト す る 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト を 有 し
、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト の 終 了 後 に 、 前 記 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト が 起 動 さ れ 、 実
行 さ れ 、 完 了 さ れ る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 画 像 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） と 内 蔵 の 擬 似 乱 数 （ PRN） 生 成 装 置 と を 有 す る 第 １ の
特 定 用 途 向 け 集 積 回 路 （ ASIC） と 、
　 検 出 装 置 と 内 蔵 の 巡 回 冗 長 コ ー ド （ CRC） 検 査 装 置 と を 有 す る 第 ２ の 特 定 用 途 向 け 集 積
回 路 （ ASIC） と を 有 し 、
　 超 音 波 ス キ ャ ニ ン グ 中 に 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 が 前 記 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer）
と そ の 後 に 前 記 検 出 装 置 を 通 過 し 、
　 前 記 POSTが PRN生 成 装 置 と CRC検 査 装 置 が 共 に 動 作 し て 、 前 記 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 を テ
ス ト す る 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト を 有 し 、
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　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト の 終 了 後 に 、 前 記 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト が 起 動 さ れ 、 実
行 さ れ 、 完 了 さ れ る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 画 像 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 POSTが 、 前 記 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト の 終 了 後 に 起 動 さ れ 、 実 行 さ れ 、 完 了 さ
れ る 基 本 的 な フ ロ ン ト エ ン ド テ ス ト を 有 す る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 画 像 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 POSTの 終 了 後 に オ ペ レ ー タ の 判 断 で 実 行 さ れ る 拡 張 自 己 テ ス ト （ EST） を 実 行 す る
手 段 を 更 に 有 し 、
　 前 記 ESTは 、 送 信 テ ス ト と 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要 素 テ ス ト と 、 フ ロ ン ト エ ン ド の 電
圧 テ ス ト と 、 受 信 テ ス ト と を 有 す る グ ル ー プ の う ち の 少 な く と も １ つ を 有 す る 超 音 波 画 像
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ か ら 第 ２ の オ ン ボ ー ド メ モ リ に ラ ン タ イ ム コ ー ド を コ ピ ー し 、
前 記 コ ピ ー さ れ た ラ ン タ イ ム コ ー ド が 正 確 に コ ピ ー さ れ た こ と を 確 認 す る 確 認 テ ス ト と 、
　 超 音 波 ス キ ャ ニ ン グ を 実 行 す る 特 定 用 途 向 け 集 積 回 路 （ ASIC） に 含 ま れ る レ ジ ス タ を テ
ス ト す る レ ジ ス タ テ ス ト と 、
　 リ ア ル タ イ ム の ク ロ ッ ク を 生 成 し 、 超 音 波 ス キ ャ ニ ン グ の 間 に 入 出 力 動 作 を 制 御 す る コ
ン ト ロ ー ラ の 動 作 を テ ス ト す る コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト と 、
　 超 音 波 画 像 シ ス テ ム の 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 を テ ス ト す る 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト
と 、
　 基 本 的 な フ ロ ン ト エ ン ド テ ス ト と
　 を 有 す る 電 源 投 入 時 自 己 テ ス ト （ POST） を 有 す る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 超 音 波 画 像 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 POSTの 終 了 後 に オ ペ レ ー タ の 判 断 で 実 行 さ れ る 拡 張 自 己 テ ス ト （ EST） を 更 に 有 し
、
　 前 記 ESTは
　 送 信 テ ス ト と 、
　 前 記 送 信 テ ス ト の 終 了 後 に 起 動 さ れ 、 実 行 さ れ 、 完 了 さ れ る ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要 素
テ ス ト と 、
　 前 記 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要 素 テ ス ト の 終 了 後 に 起 動 さ れ 、 実 行 さ れ 、 完 了 さ れ る フ ロ
ン ト エ ン ド の 電 圧 テ ス ト と 、
　 前 記 フ ロ ン ト エ ン ド の 電 圧 テ ス ト の 終 了 後 に 起 動 さ れ 、 実 行 さ れ 、 完 了 さ れ る 受 信 テ ス
ト と
　 を 有 す る 超 音 波 画 像 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム の 電 源 投 入 時 自 己 テ ス ト （ POST） と 拡 張 自 己 テ ス ト （ ES
T） に 関 し 、 比 較 的 短 い 期 間 （ 例 え ば ３ 秒 未 満 ） で 高 い 信 頼 性 で 超 音 波 画 像 シ ス テ ム が 正
確 に 機 能 し て い る こ と を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 画 像 シ ス テ ム は 人 間 の 人 体 の 中 の 画 像 を 作 り 出 す た め に 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム の 一 般 概 念 を 示 し た 図 で あ る 。 図 １ を 参 照 す る と 、 超 音 波
画 像 シ ス テ ム １ ８ は 一 般 的 に 電 子 機 器 ２ ０ と ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー ２ ２ を 有 す る 。 電 子 機 器
２ ０ は ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー ２ ２ の た め の 制 御 信 号 を 作 り 出 す 。 前 記 制 御 信 号 に よ り 、 ト ラ
ン ス デ ュ ー サ ー ２ ２ は 例 え ば 人 体 の 組 織 の よ う な 組 織 ２ ６ に 超 音 波 エ ネ ル ギ ー ２ ４ を 送 信
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す る 。 超 音 波 エ ネ ル ギ ー ２ ４ に よ り 、 組 織 ２ ６ が ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー ２ ２ に よ り 受 信 さ れ
る 信 号 ２ ８ を 生 成 す る 。 電 子 機 器 ２ ０ は 、 受 信 さ れ た 信 号 ２ ８ に 従 っ て 画 像 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 超 音 波 画 像 シ ス テ ム は 、 一 般 的 に 埋 め 込 ま れ た 常 駐 の 自 己 診 断 テ ス ト を 使 用 し 、
適 切 な 動 作 を 保 証 す る 。 し か し 、 従 来 、 診 断 テ ス ト は 迅 速 な 方 法 で 実 現 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 電 源 が オ ン に な っ て ３ 秒 以 内 に 起 動 さ れ 、 実 行 さ れ 、 完 了 さ れ る 電 源 投 入 時 自
己 テ ス ト （ POST） を 有 す る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は ま た 、 （ ａ ） 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ か ら 第 ２ の オ ン ボ ー ド メ モ リ に ラ ン タ イ
ム コ ー ド を コ ピ ー し 、 前 記 コ ピ ー さ れ た ラ ン タ イ ム コ ー ド が 正 確 に コ ピ ー さ れ た こ と を 確
認 す る 確 認 テ ス ト と 、 （ ｂ ） 超 音 波 ス キ ャ ニ ン グ を 実 行 す る 特 定 用 途 向 け 集 積 回 路 （ ASIC
） に 含 ま れ る レ ジ ス タ を テ ス ト す る レ ジ ス タ テ ス ト と 、 （ ｃ ） リ ア ル タ イ ム の ク ロ ッ ク を
生 成 し 、 超 音 波 ス キ ャ ニ ン グ の 間 に 入 出 力 動 作 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ の 動 作 を テ ス ト す
る コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト と 、 （ ｄ ） 前 記 超 音 波 画 像 シ ス テ ム の 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 を テ ス
ト す る 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト と 、 （ ｅ ） 基 本 的 な フ ロ ン ト エ ン ド テ ス ト と を 有 す る
POSTを 有 す る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 電 源 投 入 時 自 己 テ ス ト （ POST） と 拡 張 自 己 テ ス ト （ EST） を 有 す る 超 音
波 画 像 シ ス テ ム を 提 供 す る 。 前 記 POSTは 、 電 源 が オ ン に な っ て ３ 秒 以 内 に 起 動 さ れ 、 実 行
さ れ 、 完 了 さ れ る 。 前 記 POSTは 、 確 認 テ ス ト と 、 レ ジ ス タ テ ス ト と 、 コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト
と 、 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト と 、 基 本 的 な フ ロ ン ト エ ン ド テ ス ト と を 有 す る グ ル ー プ
の う ち の 少 な く と も １ つ を 有 す る 。 前 記 ESTは 前 記 POSTの 終 了 後 に オ ペ レ ー タ の 判 断 で 実
行 さ れ る 。 前 記 ESTは 、 送 信 テ ス ト と 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要 素 テ ス ト と 、 フ ロ ン ト エ
ン ド の 電 圧 テ ス ト と 受 信 テ ス ト と を 有 す る グ ル ー プ の う ち の 少 な く と も １ つ を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 利 点 は 以 下 の 説 明 に お い て あ る 程 度 示 さ れ 、 あ る 程 度 は 説 明 か ら 明 ら か に な る
、 又 は 、 本 発 明 の 実 施 に よ り 知 り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 前 記 及 び 他 の 目 的 と 利 点 が 、 添 付 の 図 面 を 考 慮 に 入 れ て 、 以 下 の 好 ま し い 実 施
例 の 説 明 か ら 明 ら か に な り 、 容 易 に わ か る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て の 言 及 が 詳 細 に 行 わ れ 、 そ の 例 が 添 付 の 図 面 に 示 さ れ
、 図 面 に お い て 同 様 の 参 照 番 号 は 全 体 を 通 し て 同 様 の 要 素 を 参 照 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ を 示 す 図 で あ る 。 超 音 波 画 像 シ
ス テ ム ３ ０ は 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー ３ ２ と 、 増 幅 装 置 ３ ４ と 、 ア ナ ロ グ ・ デ ジ タ ル （ Ａ ／
Ｄ ） 変 換 装 置 ３ ６ と 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ と 、 検 出 装 置 ４ ０ と 、 ス キ ャ
ン 変 換 装 置 ４ ２ と 、 ビ デ オ デ ィ ス プ レ イ ４ ４ と を 含 む 。 図 ２ に お い て 、 説 明 を 簡 単 に す る
た め に 単 一 の 増 幅 装 置 と 単 一 の Ａ ／ Ｄ 変 換 装 置 が 示 さ れ て い る 。 し か し 、 一 般 的 な 実 施 例
に お い て 、 チ ャ ネ ル 毎 に 別 個 の 増 幅 装 置 と 別 個 の Ａ ／ Ｄ 変 換 装 置 が 一 般 的 に 備 え ら れ る 。
ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー と 増 幅 装 置 と Ａ ／ Ｄ 変 換 装 置 と ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） と 検
出 装 置 と ス キ ャ ン 変 換 装 置 と ビ デ オ デ ィ ス プ レ イ は 、 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の 技 術 に お い て
周 知 の 構 成 要 素 で あ り 、 超 音 波 エ ネ ル ギ ー を 組 織 内 に 送 信 し 、 生 成 さ れ た 信 号 を 受 信 す る
超 音 波 診 断 装 置 に お け る 前 記 の 構 成 要 素 の 使 用 は 周 知 で あ る 。 従 っ て 、 前 記 構 成 要 素 の 詳
細 な 議 論 は こ こ で は 提 示 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ の 実 施 例 に お い て 、 検 出 装 置 ４ ０ と ス キ ャ ン 変 換 装 置 ４ ２ は 同 じ 特 定 用 途 向 け 集 積
回 路 （ ASIC） に 含 ま れ る 。 ASIC４ ６ は 、 超 音 波 エ ネ ル ギ ー を 生 成 す る 場 合 又 は 生 成 さ れ た
信 号 を 受 信 す る 場 合 に 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ に よ る デ ー タ を 保 存 す る レ ジ ス タ ４ ８ を
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一 般 的 に 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ は 、 テ ス ト 刺 激 と し て 用 い る 乱 数 シ ー ケ ン ス を 生
成 す る PRN生 成 装 置 （ PRN） ５ ０ 及 び ６ ２ を 含 む 。 一 般 的 に PRN生 成 装 置 ５ ０ は PRN生 成 装 置
６ ２ と 異 な る ワ ー ド の サ イ ズ を 生 成 す る が 、 本 発 明 は こ の 例 に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 の こ
の 実 施 例 に お い て 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ は ま た 、 内 蔵 の 巡 回 冗 長 コ ー ド
（ CRC） 検 査 ６ ０ を 含 む 。 本 発 明 の 一 般 的 な 実 施 例 に お い て 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamfor
mer） ３ ８ は 、 内 蔵 の PRN生 成 装 置 ５ ０ 及 び ６ ２ と CRC検 査 装 置 ６ ０ を 含 む ASICに よ り 形 成
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ の 実 施 例 に お い て 、 ASIC４ ６ は ま た 、 内 蔵 の 冗 長 巡 回 コ ー ド （ CRC） 検 査 装 置 ５ ２
を 含 む 。 CRC検 査 装 置 ５ ２ は ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ の PRN生 成 装 置 ５ ０ に よ
っ て 生 成 さ れ た デ ー タ か ら の 所 定 の デ ジ タ ル 出 力 パ タ ー ン の た め の 固 有 の 値 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ の 特 定 の 実 施 例 に お い て 、 PRN生 成 装 置 ５ ０ と CRC検 査 装 置 ５ ２ は 、 ビ ー ム フ ォ ー マ
ー （ beamformer） ３ ８ の 出 力 と そ の 後 に 検 出 装 置 ４ ０ を 通 過 す る 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 を
テ ス ト す る た め に 用 い ら れ る 。 一 例 と し て 、 PRN生 成 装 置 ５ ０ は 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ bea
mformer） ３ ８ か ら の 出 力 デ ー タ と し て の 乱 数 を 生 成 す る 。 従 っ て 、 実 際 の 超 音 波 ス キ ャ
ン か ら の デ ジ タ ル デ ー タ を 用 い る 代 わ り に 、 “ テ ス ト ” デ ー タ が PRN生 成 装 置 ５ ０ に よ っ
て 生 成 さ れ る 。 生 成 さ れ た テ ス ト デ ー タ が ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ の 出 力 と
検 出 装 置 ４ ０ を 通 過 し た 後 、 CRC検 査 装 置 ５ ２ が デ ー タ の 検 査 を 実 行 す る 。 概 し て 、 CRC検
査 装 置 ５ ２ は 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 か ら の デ ー タ 出 力 の 完 全 な 検 査 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 PRN生 成 装 置 と CRC検 査 装 置 は 、 そ の 技 術 に お い て 周 知 で あ り 、 テ ス ト 目 的 の た め に 一 般
的 に 使 用 さ れ る 。 従 っ て 、 PRN生 成 装 置 ５ ０ と CRC検 査 装 置 ５ ２ の 前 述 の 使 用 は 、 そ の 技 術
に 熟 練 す る 人 に よ り 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 述 の 通 り 、 前 記 の 例 に お い て 、 ASIC４ ６ は 検 出 装 置 ４ ０ と 、 ス キ ャ ン 変 換 装 置 ４ ２ と
、 CRC検 査 装 置 ５ ２ と 、 レ ジ ス タ ４ ８ と を 含 む 。 さ ら に 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer
） ３ ８ は ASIC４ ６ に 含 ま れ ず 、 そ の 代 わ り に 例 え ば 少 な く と も １ つ の 別 個 の ASICに よ っ て
形 成 さ れ る 。 し か し 、 本 発 明 は 特 定 の ASICに 含 ま れ る 前 記 の 特 定 の 構 成 要 素 、 又 は 異 な る
ASICの 機 能 の 特 定 の 分 離 に 限 定 さ れ な い 。 そ の 代 わ り に 、 異 な る ASICに 含 ま れ 得 る 構 成 要
素 の 多 数 の 異 な る 組 み 合 わ せ と 、 使 用 さ れ 得 る ASICの 異 な る 組 み 合 わ せ が 存 在 す る 。 更 に
、 特 定 の 構 成 要 素 を 含 む ASICの 設 計 す る 概 念 は 技 術 的 に 周 知 で あ り 、 多 く の 異 な る ASICが
、 異 な る 構 成 要 素 を 含 む 異 な る ASICを 備 え て 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム に お い て 一 般 的 に 用 い
ら れ る 。 本 発 明 に お い て 、 PRN生 成 装 置 と CRC検 査 装 置 を ASICの 中 に 形 成 す る こ と に よ り 、
通 常 の 動 作 速 度 で の テ ス ト が 、 例 え ば ３ 秒 未 満 で 行 わ れ る こ と を 可 能 に し 、 更 に 総 合 的 な
テ ス ト を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に お い て 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ は 、 例 え ば 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ （ 第 １ の メ
モ リ ） ５ ４ と 、 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ ５ ４ よ り 早 い ア ク セ ス 時 間 を 有 す る 第 ２ の オ ン ボ
ー ド メ モ リ （ 第 ２ の メ モ リ ） ５ ６ と を 含 む 。 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ ５ ４ は 、 例 え ば 電 源
が オ フ に な っ た と き に デ ー タ を 保 持 す る フ ラ ッ シ ュ メ モ リ で あ る 場 合 が あ る 。 フ ラ ッ シ ュ
メ モ リ の 欠 点 は 、 比 較 的 遅 く 、 読 み 取 り ア ク セ ス の み で あ る こ と で あ る 。 従 っ て 、 第 ２ の
オ ン ボ ー ド メ モ リ ５ ６ は 、 例 え ば よ り 早 い ア ク セ ス 速 度 を 有 し 、 読 み 取 り 動 作 と 書 き 込 み
動 作 の 双 方 を 可 能 に す る 非 フ ラ ッ シ ュ メ モ リ で あ る 場 合 が あ る 。 例 え ば 、 ラ ン タ イ ム コ ー
ド は 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ ５ ４ に 存 在 す る 。 前 記 の 実 施 例 に お い て 、 超 音 波 画 像 を 実 行
す る と き に 、 ラ ン タ イ ム コ ー ド が 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ ５ ４ か ら 第 ２ の オ ン ボ ー ド メ モ
リ に コ ピ ー さ れ る 。 従 っ て 、 ラ ン タ イ ム コ ー ド は よ り 早 い 第 ２ の オ ン ボ ー ド メ モ リ ５ ６ か
ら ア ク セ ス さ れ 得 る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 入 出 力 （ I/O） コ ン ト ロ ー ラ ５ ７ は 、 多 様 な 構 成 要 素 へ ／ 多 様 な 構 成 要 素 か ら の 入 出 力
（ I/O） 動 作 を 制 御 し 、 リ ア ル タ イ ム の ク ロ ッ ク を 生 成 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ と 、 超 音 波 画
像 シ ス テ ム に お け る 前 記 の コ ン ト ロ ー ラ の 使 用 は 周 知 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 バ ス ５ ８ は 多 様 な 構 成 要 素 を 接 続 す る 。 図 ２ に 示 す 特 定 の バ ス 構 成 と 多 様 な 構 成 要 素 間
の 接 続 は 、 例 と し て の み 意 図 さ れ 、 本 発 明 は 前 記 特 定 の バ ス 構 成 と 接 続 構 成 に 限 定 さ れ な
い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 概 し て 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ の “ フ ロ ン ト エ ン ド ” は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 装 置 ３ ６ と Ａ ／
Ｄ 変 換 装 置 ３ ６ の 前 の 全 て の 構 成 要 素 を 参 照 す る 。 従 っ て 、 フ ロ ン ト エ ン ド に は ト ラ ン ス
デ ュ ー サ ー ３ ２ か ら Ａ ／ Ｄ 変 換 装 置 ３ ６ へ の 経 路 が 含 ま れ る 。 特 に 、 フ ロ ン ト エ ン ド に は
、 例 え ば ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー ３ ２ と 増 幅 装 置 ３ ４ と Ａ ／ Ｄ 変 換 装 置 ３ ６ が 含 ま れ 、 概 し て
ア ナ ロ グ の 構 成 要 素 を 参 照 す る 。 そ れ に 対 し て 、 “ バ ッ ク エ ン ド ” は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 装 置 ３
６ の 後 ろ の 全 て の 構 成 要 素 を 参 照 す る 。 特 に 、 バ ッ ク エ ン ド に は 、 例 え ば ビ ー ム フ ォ ー マ
ー （ beamformer） ３ ８ と 検 出 装 置 ４ ０ と ス キ ャ ン 変 換 装 置 ４ ２ と ビ デ オ デ ィ ス プ レ イ ４ ４
が 含 ま れ 、 概 し て デ ジ タ ル の 構 成 要 素 を 参 照 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 従 っ て 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ で 実 行 さ れ る 電 源 投 入 時 自
己 テ ス ト （ POST） １ ６ ０ と 拡 張 自 己 テ ス ト （ EST） １ ６ ２ を 含 む 診 断 シ ス テ ム ５ ９ を 示 す
図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 シ ス テ ム の 電 源 が オ ン に な る と 、 POST１ ６ ０ が 超 音 波 画 像 シ ス テ ム
３ ０ に よ っ て 自 動 的 に 実 行 さ れ 、 こ の 例 に お い て は シ ス テ ム の 総 合 的 な テ ス ト と 共 に ３ 秒
未 満 で 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 POST１ ６ ０ は 、 確 認 テ ス ト ６ ３ と レ ジ ス タ テ ス ト ６ ４ と コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト ６ ６ と 受 信
デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト ７ ０ と 基 本 的 な フ ロ ン ト エ ン ド テ ス ト ７ １ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 確 認 テ ス ト ６ ３ は 、 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ ５ ４ か ら 第 ２ の オ ン ボ ー ド メ モ リ ５ ６ に ラ
ン タ イ ム コ ー ド を コ ピ ー し 、 例 え ば 前 記 コ ピ ー さ れ た コ ー ド の チ ェ ッ ク サ ム を 実 行 す る こ
と や 、 そ れ を 所 定 の チ ェ ッ ク サ ム と 比 較 す る こ と に よ っ て 、 前 記 コ ピ ー さ れ た ラ ン タ イ ム
コ ー ド が 正 確 に コ ピ ー さ れ た こ と を 確 認 す る 。 当 然 な が ら 、 こ の こ と は 可 能 性 の あ る 確 認
テ ス ト の 例 に し か す ぎ ず 、 本 発 明 は 前 記 の 特 定 の 例 に 限 定 さ れ な い 。 確 認 テ ス ト を 実 行 す
る 多 く の 異 な る 方 法 が 存 在 し 、 本 発 明 は 何 ら か の 特 定 の 方 法 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 レ ジ ス タ テ ス ト ６ ４ は 、 ASIC４ ６ に 含 ま れ る レ ジ ス タ ４ ８ の 動 作 を テ ス ト す る 。 概 し て
、 例 え ば レ ジ ス タ テ ス ト ６ ４ は レ ジ ス タ ４ ８ に 書 き 込 み 、 書 き 込 ま れ た 情 報 を 読 み 出 し て
、 そ れ が 正 確 で あ る こ と を 確 認 す る 。 レ ジ ス タ テ ス ト の 概 念 は 周 知 で あ る 。 当 然 な が ら 、
こ の こ と は 可 能 性 の あ る レ ジ ス タ テ ス ト の 例 に し か す ぎ ず 、 本 発 明 は 前 記 の 特 定 の 例 に 限
定 さ れ な い 。 レ ジ ス タ テ ス ト を 実 行 す る 多 く の 異 な る 方 法 が 存 在 し 、 本 発 明 は 何 ら か の 特
定 の 方 法 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ の 例 に お い て 、 確 認 テ ス ト ６ ３ の 終 了 後 に 、 レ ジ ス タ テ ス ト ６ ４ が 起 動 さ れ 、 実 行
さ れ 、 完 了 さ れ る 。 し か し 、 本 発 明 は 前 記 の 実 行 の 順 番 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト ６ ６ は コ ン ト ロ ー ラ ５ ７ の 動 作 を テ ス ト す る 。 例 え ば 、 コ ン ト ロ ー
ラ テ ス ト ６ ６ は 、 コ ン ト ロ ー ラ ５ ７ の レ ジ ス タ （ 図 示 な し ） に 書 き 込 み 、 そ の 後 読 み 取 り
、 適 切 な レ ジ ス タ 動 作 を 確 認 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト ６ ６ は ま た 、 例 え ば コ ン ト ロ ー ラ
５ ７ に よ っ て 生 成 さ れ た リ ア ル タ イ ム の ク ロ ッ ク を テ ス ト し 、 適 切 な 動 作 を 確 認 す る 。 コ
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ン ト ロ ー ラ と リ ア ル タ イ ム の ク ロ ッ ク を テ ス ト す る 方 法 は 周 知 で あ る 。 更 に 、 こ の こ と は
可 能 性 の あ る コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト ６ ６ の 例 に し か す ぎ な い 。 本 発 明 は 前 記 の 例 に 限 定 さ れ
な い 。 そ の 代 わ り 、 コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト ６ ６ は 、 POST１ ６ ０ の 終 了 に 割 り 当 て ら れ た 時 間
内 に 適 切 な コ ン ト ロ ー ラ の パ ラ メ ー タ を 単 に テ ス ト す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ の 例 に お い て 、 レ ジ ス タ テ ス ト ６ ４ の 終 了 後 に 、 コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト ６ ６ が 起 動 さ
れ 、 実 行 さ れ 、 完 了 さ れ る 。 し か し 、 本 発 明 は 前 記 の 実 行 の 順 番 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト ７ ０ は 、 例 え ば 通 常 の シ ス テ ム 動 作 周 波 数 で 動 か さ れ 、 最
小 の 時 間 （ 例 え ば 100μ s未 満 ） で 広 範 囲 の 一 連 の 機 能 確 認 テ ス ト を 提 供 す る 。 好 ま し く は
、 テ ス ト は 多 様 な ASICの 機 能 ブ ロ ッ ク と 相 互 接 続 に 対 し て 階 層 的 な 方 法 で 行 わ れ る 。 期 待
さ れ た CRC値 が 取 得 さ れ な け れ ば 、 不 良 が 検 出 さ れ て 記 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 特 に 、 前 述 の 通 り 、 超 音 波 ス キ ャ ニ ン グ の 間 に 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 が ビ ー ム フ ォ ー マ
ー （ beamformer） ３ ８ と 、 そ の 後 検 出 装 置 ４ ０ と 、 そ の 後 ス キ ャ ン 変 換 装 置 ４ ２ を 通 過 す
る 。 本 発 明 の 例 に お い て 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ を 形 成 す る 各 ASICは 、 例
え ば （ PRN生 成 装 置 ５ ０ 及 び ６ ２ の よ う な ） ２ つ の PRN生 成 装 置 と 、 （ CRC検 査 装 置 ６ ０ の
よ う な ） １ つ の CRC検 査 装 置 を 含 む が 、 本 発 明 は 前 記 の 特 定 の 例 に 限 定 さ れ ず 、 多 様 な 変
更 が 可 能 で あ る 。 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト ７ ０ に つ い て 、 PRN生 成 装 置 は 、 例 え ば 異
な る 幅 の 擬 似 乱 数 で あ る が 予 測 可 能 な 数 値 を 生 成 し 、 提 示 す る デ ー タ を 提 供 す る 。 PRN生
成 装 置 ６ ２ は 、 例 え ば 各 チ ャ ネ ル の Ａ ／ Ｄ 変 換 装 置 か ら ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer）
３ ８ へ の 入 力 デ ー タ を 表 す デ ー タ を 生 成 す る 。 PRN生 成 装 置 ５ ０ は 、 例 え ば 検 出 装 置 ４ ０
へ の 入 力 デ ー タ で あ る ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ の 出 力 を 表 す デ ー タ を 生 成 す
る 。 PRN生 成 装 置 ６ ２ を 使 用 す る ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ か ら の 出 力 デ ー タ
は 、 例 え ば 真 の 全 幅 の 乱 数 を 一 般 的 に 提 供 し な い 。 CRC検 査 装 置 ６ ０ は 、 ビ ー ム フ ォ ー マ
ー （ beamformer） ３ ８ か ら の 出 力 を 検 査 し 、 CRC検 査 装 置 ５ ２ は 検 出 装 置 ４ ０ か ら の 出 力
を 検 査 す る 。 ２ つ の PRN生 成 装 置 を 使 用 す る こ と に よ り 、 平 行 し て ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ bea
mformer） ３ ８ と 検 出 装 置 ４ ０ の テ ス ト を す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 時 間 を 節 約 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 例 と し て 、 図 ２ の 特 定 の 実 施 例 に つ い て 前 述 し た 通 り 、 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト
７ ０ に お い て 、 PRN生 成 装 置 ５ ０ は ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ か ら の 出 力 デ ー
タ と し て の 乱 数 を 生 成 す る 。 従 っ て 、 実 際 の 超 音 波 ス キ ャ ン か ら の デ ジ タ ル デ ー タ を 用 い
る 代 わ り に 、 “ テ ス ト ” デ ー タ が PRN生 成 装 置 ５ ０ に よ っ て 生 成 さ れ る 。 生 成 さ れ た テ ス
ト デ ー タ が ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ と 検 出 装 置 ４ ０ の 出 力 を 通 過 し た 後 に 、
CRC検 査 装 置 ５ ２ が デ ー タ の 検 査 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 当 然 な が ら 、 こ こ で 説 明 さ れ た PRN生 成 装 置 の 特 定 の 使 用 と そ の 数 は 、 例 で あ る こ と の
み を 意 図 し て お り 、 本 発 明 は 前 記 の 特 定 の 例 に 限 定 さ れ な い 。 そ の 代 わ り に 多 様 な 変 更 が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ の 例 に お い て 、 コ ン ト ロ ー ラ テ ス ト ６ ６ の 終 了 後 に 、 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト
７ ０ が 起 動 さ れ 、 実 行 さ れ 、 完 了 さ れ る 。 し か し 、 本 発 明 は 前 記 の 実 行 の 順 番 に 限 定 さ れ
な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 基 本 的 な フ ロ ン ト エ ン ド テ ス ト ７ １ は 、 フ ロ ン ト エ ン ド を 通 し た 受 信 経 路 を テ ス ト す る
。 こ れ は 、 フ ロ ン ト エ ン ド の 全 て で は な く 、 い く つ か の パ ラ メ ー タ と 構 成 要 素 を テ ス ト す
る 基 本 的 な フ ロ ン ト エ ン ド テ ス ト で あ る 。 従 っ て 、 フ ロ ン ト エ ン ド テ ス ト ７ １ は 、 POST１
６ ０ の 間 に 実 行 さ れ る 迅 速 で あ る が 、 完 全 に は 総 合 的 で な い フ ロ ン ト エ ン ド の テ ス ト を 提
供 す る 。 例 え ば 、 テ ス ト 信 号 は 、 増 幅 装 置 ３ ４ の 全 て の チ ャ ネ ル に 挿 入 さ れ 得 る 。 増 幅 装
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置 ３ ４ は 、 例 え ば 一 連 の デ ー タ を 受 信 す る 間 に 線 形 的 に 増 加 す る タ イ ム ・ ゲ イ ン ・ コ ン ト
ロ ー ル （ time　 gain　 control） （ TGC） を フ ィ ル タ リ ン グ し て 追 加 す る 。 ビ ー ム フ ォ ー マ
ー （ beamformer） ３ ８ か ら 集 め ら れ た デ ー タ は 分 析 さ れ 、 全 チ ャ ネ ル の 受 信 経 路 と TGCが
正 確 に 機 能 し て い る こ と を 確 認 す る 。 こ の 例 に お い て 、 増 幅 装 置 ３ ４ は 前 記 の 動 作 を 実 行
す る た め の 必 要 な フ ィ ル タ 等 を 含 む 。 増 幅 装 置 ３ ４ は 例 え ば 必 要 な 機 能 を 有 す る ASICで あ
る 場 合 が あ る 。 こ の こ と は 、 POST１ ６ ０ の 間 に 実 行 さ れ 得 る 、 可 能 性 の あ る 基 本 的 な フ ロ
ン ト エ ン ド テ ス ト ７ １ の 一 例 に し か す ぎ な い 。 本 発 明 は こ の 例 に 限 定 さ れ な い 。 そ の 代 わ
り 、 基 本 的 な フ ロ ン ト エ ン ド テ ス ト ７ １ は 、 POST１ ６ ０ の 終 了 に 割 り 当 て ら れ た 時 間 内 に
適 切 な フ ロ ン ト エ ン ド の パ ラ メ ー タ と 構 成 要 素 の テ ス ト を す る よ う に 単 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ の 例 に お い て 、 受 信 デ ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト ７ ０ の 終 了 後 に 、 基 本 的 な フ ロ ン ト エ
ン ド テ ス ト ７ １ が 起 動 さ れ 、 実 行 さ れ 、 完 了 さ れ る 。 し か し 、 本 発 明 は 前 記 の 実 行 の 順 番
に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 POST１ ６ ０ の 多 様 な テ ス ト が 実 行 さ れ る 前 述 の 順 番 は 、 単 に 例 と し て 意 図 さ れ た も の で
あ り 、 本 発 明 は 前 記 の 順 番 に 限 定 さ れ な い 。 従 っ て 、 POST１ ６ ０ の 多 様 な テ ス ト は 異 な る
順 番 で 実 行 さ れ 得 る 。 し か し 、 POST１ ６ ０ の 多 様 な テ ス ト が 実 行 さ れ る 前 述 の 順 番 は 、 そ
の 後 の テ ス ト に 必 要 な 構 成 要 素 が 最 初 に テ ス ト さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 。 例 え ば 、 受 信 デ
ジ タ ル 信 号 経 路 テ ス ト ７ ０ は 、 一 般 的 に 確 認 テ ス ト ６ ３ と レ ジ ス タ テ ス ト ６ ４ で テ ス ト さ
れ た 構 成 要 素 を 必 要 と し 、 そ れ 故 に こ れ ら の テ ス ト の 後 に 作 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 POST１ ６ ０ の 終 了 時 に 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ は 、 例 え ば こ の た め に 必 要 な 追 加 の 診
断 テ ス ト を せ ず に 超 音 波 ス キ ャ ニ ン グ を 実 行 す る 準 備 が で き て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 EST１ ６ ２ は POST１ ６ ０ の 後 に オ ペ レ ー タ の 判 断 で 実 行 さ れ る 。 EST１ ６ ２ は 、 送 信 テ ス
ト ７ ２ と 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要 素 テ ス ト ７ ４ と 、 フ ロ ン ト エ ン ド の 電 圧 テ ス ト ７ ６ と
、 受 信 テ ス ト ７ ８ と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 送 信 テ ス ト ７ ２ は 、 超 音 波 エ ネ ル ギ ー の 送 信 を テ ス ト す る 。 図 示 さ れ て い な い が 、 送 信
テ ス ト ７ ２ に よ っ て テ ス ト さ れ る フ ロ ン ト エ ン ド の 構 成 要 素 は 、 例 え ば 出 力 パ ル サ ー と パ
ル ス 生 成 装 置 と 高 電 圧 電 源 を 含 む 。 一 例 と し て 、 前 記 構 成 要 素 に つ い て 送 信 テ ス ト ７ ２ は
、 例 え ば パ ル ス 幅 や パ ル ス 数 や パ ル ス 振 幅 の よ う な 多 様 な パ ラ メ ー タ を 測 定 す る 。 応 答 が
期 待 さ れ た 応 答 と 有 意 に 異 な る 場 合 に は 、 要 素 ／ 相 互 接 続 の 設 定 が 例 え ば 不 良 と し て タ グ
付 け さ れ 、 配 列 の 位 置 が 記 さ れ る 。 使 用 さ れ 得 る 多 く の 異 な る 送 信 テ ス ト が 存 在 し 、 本 発
明 は 何 ら か の 特 定 の テ ス ト に 限 定 さ れ な い 。 送 信 テ ス ト の 概 念 は 周 知 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要 素 テ ス ト ７ ４ は 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要 素 と ト ラ ン ス デ ュ ー
サ ー ３ ２ の 相 互 接 続 （ 例 え ば ケ ー ブ ル や コ ネ ク タ ） を 検 査 す る 。 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要
素 テ ス ト ７ ４ を 実 行 す る た め に 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー ３ ２ は 一 般 的 に 関 連 す る 電 子 機 器 に
プ ラ グ 接 続 さ れ る 必 要 が あ る 。 可 能 性 の あ る ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の テ ス ト の 例 と し て 、 ト
ラ ン ス デ ュ ー サ ー ３ ２ か ら 送 出 さ れ た パ ル ス で 自 由 空 気 を 受 け 得 る 。 そ し て 、 各 要 素 ／ 相
互 接 続 の 設 定 の 応 答 が 測 定 さ れ る 。 各 要 素 ／ 相 互 接 続 の 設 定 が 既 知 の “ フ ィ ン ガ ー プ リ ン
ト （ fingerprint） ” の 応 答 と 比 較 さ れ る 。 前 記 応 答 が フ ィ ン ガ ー プ リ ン ト （ fingerprint
） と 類 似 し て い る 場 合 に は 、 前 記 要 素 ／ 相 互 接 続 の 設 定 が 正 確 に 動 作 し て い る と 判 断 さ れ
る 。 前 記 応 答 が 期 待 さ れ た 応 答 と 有 意 に 異 な る 場 合 に は 、 前 記 要 素 ／ 相 互 接 続 の 設 定 が 例
え ば 不 良 と し て タ グ 付 け さ れ 、 配 列 の 位 置 が 記 さ れ る 。 当 然 な が ら 、 こ の こ と は 可 能 性 の
あ る ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要 素 テ ス ト ７ ４ の 一 例 に し か す ぎ ず 、 本 発 明 は 前 記 の 特 定 の 例
に 限 定 さ れ な い 。 そ の 代 わ り に 、 他 の 適 切 な ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要 素 テ ス ト が 用 い ら れ
得 る 。 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要 素 テ ス ト の 概 念 は 周 知 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 フ ロ ン ト エ ン ド の 電 圧 テ ス ト ７ ６ は 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム の フ ロ ン ト エ ン ド の 特 定 の 電
圧 が 特 定 の 制 限 内 に あ る こ と を 確 認 す る 。 前 記 電 圧 は 、 例 え ば Ａ ／ Ｄ 変 換 装 置 に 多 重 送 信
さ れ 、 プ ロ セ ッ サ に よ り 読 み 取 ら れ て 制 限 内 で あ る か ど う か を 判 断 す る 。 フ ロ ン ト エ ン ド
の 電 圧 テ ス ト の 概 念 は 周 知 で あ り 、 本 発 明 は 何 ら か の 特 定 の テ ス ト に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 受 信 テ ス ト ７ ８ は 、 フ ロ ン ト エ ン ド の チ ャ ネ ル の 受 信 経 路 を テ ス ト す る 。 例 え ば 、 受 信
テ ス ト ７ ８ は 、 ゲ イ ン や 位 相 や 高 調 波 ひ ず み の よ う な フ ロ ン ト エ ン ド の 多 様 な パ ラ メ ー タ
を 測 定 す る 。 前 記 の 測 定 は 、 例 え ば オ ン ボ ー ド の ダ イ レ ク ト デ ジ タ ル シ ン セ サ イ ザ ー （ 例
え ば 図 ４ の デ ジ タ ル シ ン セ サ イ ザ ー ９ ８ を 参 照 ） か ら 各 チ ャ ネ ル に テ ス ト 信 号 を 挿 入 す る
こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 そ し て 、 例 え ば ビ ー ム フ ォ ー ム （ beamform） の デ ー タ で フ ー リ エ
変 換 （ FFT） が 実 行 さ れ 、 前 記 の パ ラ メ ー タ が 計 算 さ れ る 。 前 記 応 答 が 期 待 さ れ た 応 答 と
有 意 に 異 な る 場 合 に は 、 前 記 要 素 ／ 相 互 接 続 の 設 定 が 例 え ば 不 良 と し て タ グ 付 け さ れ 、 配
列 の 位 置 が 記 さ れ る 。 当 然 な が ら 、 こ の こ と は 可 能 性 の あ る 受 信 テ ス ト ７ ８ の 一 例 に し か
す ぎ ず 、 本 発 明 は 前 記 の 特 定 の 例 に 限 定 さ れ な い 。 そ の 代 わ り に 、 他 の 適 切 な 受 信 テ ス ト
が 用 い ら れ 得 る 。 受 信 テ ス ト の 概 念 は 周 知 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 EST１ ６ ２ に お け る 多 様 な テ ス ト の 実 行 の 順 番 の 例 と し て 、 送 信 テ ス ト ７ ２ の 終 了 後 に
、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要 素 テ ス ト ７ ４ が 起 動 さ れ 、 実 行 さ れ 、 完 了 さ れ る 。 ト ラ ン ス デ
ュ ー サ ー の 要 素 テ ス ト ７ ４ の 終 了 後 に 、 フ ロ ン ト エ ン ド の 電 圧 テ ス ト ７ ６ が 起 動 さ れ 、 実
行 さ れ 、 完 了 さ れ る 。 フ ロ ン ト エ ン ド の 電 圧 テ ス ト ７ ６ の 終 了 後 に 、 受 信 テ ス ト ７ ８ が 起
動 さ れ 、 実 行 さ れ 、 完 了 さ れ る 。 し か し 、 EST１ ６ ２ の 多 様 な テ ス ト が 実 行 さ れ る 前 記 の
順 番 は 、 単 に 例 と し て 意 図 さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 は 前 記 の 順 番 に 限 定 さ れ な い 。 従 っ
て 、 EST１ ６ ２ の 多 様 な テ ス ト が 異 な る 順 番 で 実 行 さ れ 得 る 。 概 し て 、 そ の 後 の テ ス ト に
必 要 な 構 成 要 素 が 最 初 に テ ス ト さ れ る よ う に 適 切 な 順 番 で テ ス ト が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 例 と し て 、 EST１ ６ ２ の 終 了 時 に 、 可 能 性 の あ る 不 良 チ ャ ネ ル を 示 す 送 信 テ ス ト ７ ２
と 受 信 テ ス ト ７ ８ と ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 要 素 テ ス ト ７ ４ に つ い て 、 ビ ッ ト パ タ ー ン が 表
示 さ れ る 。 そ の 結 果 の 更 な る 分 析 で 、 例 え ば 不 良 が ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー ３ ２ 、 又 は 他 の 電
子 機 器 に あ る か ど う か が 判 断 さ れ 得 る 。 し か し 、 本 発 明 は 前 記 の ビ ッ ト パ タ ー ン 表 示 と 分
析 を 含 む こ と に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 概 し て 、 一 例 と し て ラ ン タ イ ム の ソ フ ト ウ ェ ア は POST１ ６ ０ と EST１ ６ ２ の 双 方 の 実 行
を 制 御 し 、 例 え ば 、 シ ス テ ム パ ラ メ ー タ の 定 期 的 な 監 視 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 前 述 の 構 成 で 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ は 、 通 常 の シ ス テ ム 動 作 の 間 に 多 様 な シ ス テ ム
パ ラ メ ー タ （ 例 え ば 、 送 信 パ ラ メ ー タ や 温 度 等 ） の 継 続 的 で 定 期 的 な 監 視 を 提 供 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ３ か ら わ か る と お り 、 テ ス ト が タ イ ミ ン グ で グ ル ー プ 化 さ れ 作 動 す る 方 法 と 、 重 要 度
及 び 継 続 時 間 に よ る 頻 度 と で 、 診 断 テ ス ト が ま と め ら れ る 。 例 え ば 、 ラ ン タ イ ム コ ー ド に
埋 め 込 ま れ る シ ス テ ム 診 断 は 、 POST１ ６ ０ の 間 に シ ス テ ム が オ ン に な る 毎 に 、 又 は EST１
６ ２ の 間 に オ ペ レ ー タ の 便 宜 で 実 行 さ れ る 。 従 っ て 、 前 記 の テ ス ト 方 法 は オ ペ レ ー タ の 便
宜 で 完 全 な シ ス テ ム テ ス ト を 可 能 に し 、 電 源 が オ ン の 時 の 縮 小 さ れ た セ ッ ト の 診 断 に よ っ
て 適 切 で 迅 速 な シ ス テ ム テ ス ト を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 一 例 と し て 、 オ ペ レ ー タ は 所 定 の 方 法 で い く つ か の キ ー を 打 つ こ と に よ り 、 又 は 特 定 の
ボ タ ン も し く は キ ー を 押 す こ と に よ り 、 EST１ ６ ２ を 起 動 し 得 る 。 し か し 、 本 発 明 は こ の
例 に 限 定 さ れ ず 、 オ ペ レ ー タ が EST１ ６ ２ を 起 動 す る 多 く の 異 な る 方 法 が 存 在 す る 。 更 に
一 例 と し て 、 通 常 は オ ペ レ ー タ が 自 分 で EST１ ６ ２ を 作 動 し な い 場 合 が あ る 。 そ の 代 わ り
に 、 一 例 と し て 、 オ ペ レ ー タ は 技 術 サ ポ ー ト の 電 話 に よ る 支 援 で EST１ ６ ２ を 作 動 し 得 る
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。 当 然 な が ら EST１ ６ ２ を 作 動 す る 前 記 の 方 法 は 、 例 と し て の み 意 図 さ れ た も の で あ り 、
本 発 明 は 前 記 の 例 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 電 源 が オ ン の 時 に い く つ か の 診 断 テ ス ト を 実 行 す る こ と が 望 ま し い が 、 電 源 が オ ン の 後
に 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ が 使 用 で き る 前 に 長 い 遅 延 を 有 す る こ と は 望 ま し く な い 。 こ の
こ と は 携 帯 用 超 音 波 シ ス テ ム で 必 須 で あ り 、 オ ペ レ ー タ に 満 足 で き る 遅 延 は 約 ３ 秒 で あ る
。 POST１ ６ ０ に お け る 特 定 の テ ス ト と テ ス ト の 構 成 は 、 ３ 秒 の 制 限 内 で 超 音 波 画 像 シ ス テ
ム ３ ０ の 主 要 機 能 の 構 成 要 素 の テ ス ト 範 囲 を 遂 行 し 、 そ の 一 方 で 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３
０ の “ 満 足 の い く 状 態 ” に お け る 高 度 な 確 信 を オ ペ レ ー タ に 提 供 す る 。 こ こ で 説 明 さ れ る
特 定 の 例 に お い て 、 よ り 重 要 で な い テ ス ト と ３ 秒 以 上 要 す る テ ス ト は EST１ ６ ２ で 実 行 さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 従 っ て 、 POST１ ６ ０ と EST１ ６ ２ の 多 様 な テ ス ト は 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ の 構 成 に
対 応 す る 階 層 的 な 方 法 で ま と め ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 前 述 の 実 施 例 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア に 組 み 込 ま れ た PRN生 成 装 置 と CRC検 査 装
置 を 備 え た 階 層 的 な テ ス ト 構 成 を 提 供 す る 。 PRN生 成 装 置 と CRC検 査 装 置 の 前 記 の 組 み 込 ま
れ た 使 用 は 、 有 意 な 利 点 を 提 供 し 得 る 。 例 え ば 、 従 来 は 超 音 波 画 像 シ ス テ ム に お い て 、 デ
ジ タ ル 信 号 分 析 （ DSA） と し て 技 術 的 に 知 ら れ る 方 法 を 用 い る プ ロ ー ブ 及 び 信 号 分 析 装 置
で デ ジ タ ル 回 路 テ ス ト が 行 わ れ る 。 プ ロ ー ブ は 回 路 基 板 又 は 集 積 チ ッ プ （ IC） の テ ス ト 位
置 に 接 し 、 適 切 な ク ロ ッ ク と ゲ ー ト で 、 そ の 出 力 が 信 号 分 析 装 置 の 入 力 で あ り 、 前 記 信 号
が 適 切 に 実 行 さ れ る こ と を 保 証 す る 。 し か し 、 プ ロ ー ブ テ ス ト は 遅 く 、 リ ソ ー ス 集 中 的 で
あ る 。 前 記 の プ ロ ー ブ テ ス ト は 通 常 は 工 場 に お い て の み 有 用 で あ り 、 シ ス テ ム の 電 源 が オ
ン に な る 毎 に 実 行 さ れ 得 な い 。 更 に 、 テ ス ト を 実 行 す る た め に 、 プ ロ ー ブ は 回 路 の 選 択 さ
れ た 節 点 に 機 械 的 に 設 置 さ れ る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 プ ロ ー ブ テ ス ト は 主 要 な 基 板 ／ チ ッ
プ の テ ス ト 位 置 に ア ク セ ス す る こ と を 要 求 す る 。 超 音 波 画 像 装 置 が ASICに 統 合 さ れ た 複 数
の シ ス テ ム 構 成 要 素 を 有 す る 場 合 、 基 板 自 体 が 非 常 に 密 集 し 、 プ ロ ー ブ の 場 所 が 容 易 に ア
ク セ ス で き な い 。 加 え て 、 テ ス ト さ れ る 必 要 の あ る 多 く の 実 際 の 節 点 は 、 基 板 に 埋 め 込 ま
れ る 。 そ れ 故 に 、 多 く の 節 点 へ の テ ス ト の ア ク セ ス は 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 し か し 、 本 発 明 に よ る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム に お い て は 、 （ 例 え ば ASIC４ ６ や 、 ビ ー ム フ
ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ を 形 成 す る も の の よ う な ） 多 様 な バ ッ ク エ ン ド の ASICが プ ロ
ー ブ テ ス ト さ れ る 必 要 が な い 場 合 が あ る 。 そ の 代 わ り に 、 PRN生 成 装 置 ５ ０ と CRC検 査 装 置
６ ０ が （ ASIC４ ６ や 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ を 形 成 す る も の の よ う な ） AS
ICに 組 み 込 ま れ 、 バ ッ ク エ ン ド の ASICの 機 能 と 、 ASIC間 の 相 互 接 続 を 確 認 す る た め に 用 い
ら れ る 。 従 っ て 、 電 源 が オ ン の 時 の POST１ ６ ０ の 間 に 、 バ ッ ク エ ン ド の ASICは 受 信 デ ジ タ
ル 信 号 経 路 テ ス ト ７ ０ に よ っ て テ ス ト さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 掉 尾 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ は ま た 、 例 え ば メ モ リ の ロ グ を 生 成 し 、 POST１ ６ ０ と EST１
６ ２ の 間 に 記 入 さ れ る エ ラ ー を 保 存 す る マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ を 備 え 得 る 。 前 記 エ ラ ー ロ グ
が メ モ リ か ら 読 み 取 ら れ 、 何 が 故 障 し た の か オ ペ レ ー タ が 診 断 し 得 る よ う に EST１ ６ ２ の
間 に デ ィ ス プ レ イ に 表 示 可 能 で あ る 場 合 が あ る 。 し か し 、 前 記 の ロ グ の 生 成 は 超 音 波 画 像
シ ス テ ム ３ ０ に よ っ て 提 供 さ れ る 可 能 性 の あ る 動 作 の 一 例 に し か す ぎ ず 、 本 発 明 は 前 記 の
ロ グ の 生 成 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ の 更 に 詳 細 な 図 で あ る 。 図 ４ の
多 様 な 構 成 要 素 は 図 ２ の 構 成 要 素 と 対 応 す る 。 例 え ば 、 図 ４ に お い て 、 ビ デ オ デ ィ ス プ レ
イ ４ ４ は カ ラ ー VGAデ ィ ス プ レ イ と し て 示 さ れ 、 第 １ の メ モ リ ５ ４ は フ ラ ッ シ ュ 配 列 と し
て 示 さ れ 、 第 ２ の メ モ リ は SDRAMと し て 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 更 に 、 図 ４ は 図 ２ の 多 様 な 主 要 構 成 要 素 の 更 な る 詳 細 を 示 す 。 例 え ば 、 図 ４ に お い て 、
増 幅 装 置 ３ ４ は 複 数 の 個 々 の 増 幅 装 置 ３ ４ ａ か ら ３ ４ ｎ を 含 む も の と し て 示 さ れ る 。 一 例
と し て 、 増 幅 装 置 ３ ４ ａ か ら ３ ４ ｎ の そ れ ぞ れ は 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー ３ ２ の 異 な る チ ャ
ネ ル に 増 幅 を 供 給 す る 。 当 然 な が ら 、 増 幅 装 置 ３ ４ の こ の 実 施 例 は 例 と し て の み 意 図 さ れ
た も の で あ り 、 本 発 明 は こ の 実 施 例 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ４ に お い て 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ は 、 ASIC３ ８ ａ と ３ ８ ｂ と ３ ８ ｃ
を 含 む も の と し て 示 さ れ 、 合 わ せ て ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） の 機 能 を 提 供 す る 。
図 ４ に 示 さ れ て い な い が 、 ASIC３ ８ ａ と ３ ８ ｂ と ３ ８ ｃ は 、 図 ２ に 示 す も の と 同 様 に PRN
生 成 装 置 ５ ０ 及 び ６ ２ と CRC検 査 装 置 ６ ０ を 含 む 。 当 然 な が ら 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamf
ormer） ３ ８ の こ の 実 施 例 は 例 と し て の み 意 図 さ れ て お り 、 本 発 明 は こ の 実 施 例 に 限 定 さ
れ な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ４ に お い て 、 ASIC４ ６ は 、 検 出 装 置 ４ ０ と 、 ス キ ャ ン 変 換 装 置 ４ ２ と レ ジ ス タ ４ ８ と
CRC検 査 装 置 ５ ２ に 加 え て 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ の ASIC３ ８ ａ と ３ ８ ｂ
と ３ ８ ｃ の た め の 共 同 作 因 を ダ ウ ン ロ ー ド す る 共 同 作 因 ダ ウ ン ロ ー ダ ー （ COEF　 DOWNLOAD
） と 、 線 形 タ イ マ ー と 、 映 像 グ ラ フ ィ ッ ク イ ン タ フ ェ ー ス （ グ ラ フ ィ ッ ク ス 映 像 ） ９ ０ と
、 フ ラ ッ シ ュ バ ス ９ ２ と 、 ダ イ レ ク ト メ モ リ ア ク セ ス （ DMA） コ ン ト ロ ー ラ （ DMAコ ン ト ロ
ー ル ） と 、 シ リ ア ル バ ス ９ ６ と を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 概 し て 、 DMAコ ン ト ロ ー ラ ９ ４ は 第 ２ の メ モ リ （ SDRAM） ５ ６ と 検 出 装 置 ４ ０ と ス キ ャ ン
変 換 装 置 ４ ２ と の 間 の デ ー タ の 動 き を 制 御 す る 。 DMAコ ン ト ロ ー ラ は 周 知 で あ る 。 概 し て
、 線 形 タ イ マ ー ８ ８ は ASIC４ ６ 内 の タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 。 線 形 タ イ マ ー は 周 知 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 当 然 な が ら 、 ASIC４ ６ に 含 ま れ る 特 定 の 構 成 要 素 は 例 と し て の み 意 図 さ れ た も の で あ り
、 本 発 明 は こ の 例 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ４ は ま た 、 プ ロ グ ラ ム 可 能 な ダ イ レ ク ト デ ジ タ ル シ ン セ サ イ ザ ー ９ ８ を 示 し 、 そ れ は
例 え ば POST１ ６ ０ の 基 本 的 な フ ロ ン ト エ ン ド テ ス ト ７ １ と 、 EST１ ６ ２ の ト ラ ン ス デ ュ ー
サ ー の 要 素 テ ス ト ７ ４ と 受 信 テ ス ト ７ ８ と を 実 行 す る た め に 用 い ら れ 得 る 。 例 え ば 、 ダ イ
レ ク ト デ ジ タ ル シ ン セ サ イ ザ ー ９ ８ か ら の テ ス ト 信 号 が 全 チ ャ ネ ル に 挿 入 さ れ る 。 増 幅 装
置 ３ ４ は 、 一 連 の デ ー タ が 受 信 さ れ る 間 に 線 形 的 に 増 加 す る タ イ ム ・ ゲ イ ン ・ コ ン ト ロ ー
ル （ time　 gain　 control） （ TGC） を フ ィ ル タ リ ン グ し て 追 加 す る 。 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （
beamformer） ３ ８ か ら 集 め ら れ た デ ー タ は 分 析 さ れ 、 全 チ ャ ネ ル の 受 信 経 路 と TGCが 正 確
に 機 能 し て い る こ と を 確 認 す る 。 ダ イ レ ク ト デ ジ タ ル シ ン セ サ イ ザ ー は 周 知 で あ る 。 し か
し 、 本 発 明 は 、 フ ロ ン ト エ ン ド テ ス ト に ダ イ レ ク ト デ ジ タ ル シ ン セ サ イ ザ ー を 用 い る こ と
に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ４ は ま た 、 送 信 装 置 １ ０ ０ と 、 バ ッ テ リ ー １ ０ ２ と 、 充 電 装 置 １ ０ ４ と 、 プ ロ セ ッ サ
１ １ ０ と を 示 す 。 図 ４ に お い て 、 コ ン ト ロ ー ラ ５ ７ は 、 例 え ば SMC超 入 出 力 コ ン ト ロ ー ラ
（ SMC　 ULTRA　 I/O　 CONTROLLER） で あ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ４ に お け る そ れ ぞ れ の 多 様 な 構 成 要 素 と 相 互 接 続 は 、 そ の 技 術 に 熟 練 し た 人 に 周 知 で
あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 POST１ ６ ０ と EST１ ６ ２ は 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ に 保 存 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア の コ ー
ド に 存 在 す る 。 例 え ば 、 前 記 の コ ー ド は 、 例 え ば 第 １ の オ ン ボ ー ド メ モ リ ５ ４ に 存 在 し 得
る 。 し か し 、 本 発 明 は 前 記 の コ ー ド が 何 ら か の 特 定 の 位 置 に 保 存 さ れ る こ と に 限 定 さ れ な
い 。 更 に 、 前 記 の コ ー ド は プ ロ セ ッ サ １ １ ０ の よ う な プ ロ セ ッ サ に よ り 作 動 さ れ る 。 し か
し 、 本 発 明 は 前 記 の コ ー ド が 超 音 波 画 像 シ ス テ ム ３ ０ の 何 ら か の 特 定 の 場 所 で 何 ら か の 特
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定 の プ ロ セ ッ サ 上 で 作 動 さ れ る こ と に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ２ と 図 ４ の 特 定 の 構 成 は 例 と し て の み 意 図 さ れ る 。 当 然 な が ら 、 本 発 明 は 前 記 の 例 に
限 定 さ れ ず 、 多 様 な 変 更 が 可 能 で あ る 。 更 に 、 本 発 明 は こ こ で 説 明 さ れ る 特 定 の 形 式 の メ
モ リ （ 例 え ば フ ラ ッ シ ュ や SDRAM） に 限 定 さ れ ず 、 他 の 形 式 の メ モ リ が 用 い ら れ 得 る 。 更
に 、 本 発 明 は こ こ で 説 明 さ れ る 特 定 の 形 式 の バ ス （ 例 え ば シ リ ア ル ） に 限 定 さ れ ず 、 他 の
形 式 の バ ス 及 び バ ス 構 成 が 用 い ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 一 例 と し て 、 図 ２ と 図 ４ に お い て 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ が ASIC４ ６ と
別 個 に 示 さ れ る 。 し か し 、 一 例 と し て 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ー （ beamformer） ３ ８ と ASIC４ ６
の 多 様 な 構 成 要 素 が 同 じ ASICに 一 緒 に 含 ま れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 多 様 な 本 発 明 の 前 述 の 実 施 例 に お い て 、 POST１ ６ ０ と EST１ ６ ２ の テ ス ト は 、 超 音 波 画
像 シ ス テ ム ３ ０ に 組 み 込 ま れ る 。 概 し て 、 テ ス ト を 実 行 す る た め に 外 部 の テ ス ト 装 置 は 必
要 と さ れ な い 。 し か し 、 本 発 明 は こ の 方 法 に 限 定 さ れ な い 。 そ の 代 わ り に 、 例 え ば 、 あ る
実 施 例 に お い て は 多 様 な テ ス ト が 外 部 の テ ス ト 装 置 を 用 い て 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 い く つ か の 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 が 示 さ れ 、 説 明 さ れ た が 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ
れ た 発 明 の 範 囲 と そ の 同 等 の も の で あ る 本 発 明 の 原 理 と 意 図 を 逸 脱 す る こ と な く 、 前 記 の
実 施 例 に 変 更 が 行 わ れ 得 る こ と が 、 そ の 技 術 に 熟 練 し た 人 に よ っ て わ か る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 （ 先 行 技 術 ） 超 音 波 画 像 シ ス テ ム の 一 般 概 念 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 っ て 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム に よ っ て 実 行 さ れ る 電 源 投 入 時 自
己 テ ス ト （ POST） と 拡 張 自 己 テ ス ト （ EST） と を 有 す る 診 断 シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の 詳 細 な 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(13) JP 2005-510265 A 2005.4.21



【 国 際 調 査 報 告 】
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